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 １ 開会 
２ 会長あいさつ 
３ 議事 
 

 議事（１）令和２年度川口市国民健康保険事業特別会計予算(案)大綱

についておよび議事（２）令和２年度川口市病院事業会計予算(案)大綱

について一括上程し、事務局の説明を求める。 
  
資料の１ぺージから３ぺージ（国保）４ページから６ページ（病院）

により説明。 
 

 事務局より説明があったが、何か質問はあるか。 
 
①病院事業について、一般会計負担金の使途は。 

②令和元年度の決算見込みは。 

③資本的収支予算における収支不足額はどのように補填するのか。 

 

①一般会計負担金は総務省の繰出基準に基づき算出するため、充当先

を自由に選べる財源とはなっていない。 

その基準は救急医療費、保健衛生行政費、小児医療費、高度医療費な

ど国が政策医療として定める５疾病、５事業に係るものが主となってい

る。 

充当額の大きい主なものとしては、救急医療、小児医療などの不採算

部門や、企業債償還金などである。 

 ②病院事業は平成２８年度より赤字経営が続いており、経営改善に努

めているところである。 

今年度は入院期間の適正化等に努めた結果、経営は改善に向かってお

り、前年度比で３０～４０％程度の収支改善を見込んでいる。 

しかし、今般のコロナウイルス感染症の発生などの影響を受け、今後

の病棟の稼働状況が大きく変わることも懸念している状況である。 

③資本的収支における収支不足額については、過年度損益留保資金及

び消費税及び当年度の地方消費税資本的収支調整額で補てんする予定で

ある。 
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 ①国民健康保険事業について、５款１項１目の一般会計繰入金には保

険基盤安定制度や財政安定化支援事業に係る繰入金は含まれているの

か。 

②含まれている場合、保険基盤安定制度の繰入金はどのくらいか。 

 

 ①どちらも含まれたものである。 

②一般会計繰入金約３９億円のうち、保険基盤安定繰入金が約２２億

円であり、保険税軽減分を補填するものと軽減対象者数に応じて算定す

る保険者支援分がある。 

 

３款１項１目の災害臨時特例補助金は東日本大震災に関連した支援で

あると認識しているが、来年度、地震や台風で大きな災害が発生した場

合はどのように対応するのか。 

 

３款１項１目の災害臨時特例補助金は、ご指摘のとおり東日本大震災

に関連する保険税や一部負担金等の減免に対する補助金である。その他

の災害による減免については、４款１項１目の保険給付費等交付金の特

別交付金として国から補助があり、県を経由して交付される仕組みにな

っている。 

 

議事（１）令和２年度川口市国民健康保険事業特別会計決算見込（案）

についておよび議事（２）令和２年度川口市病院事業会計決算見込（案）

については了承することでよろしいか。 
  
 （異議なし） 
 

議事（３）川口市国民健康保険税条例の一部改正について事務局の説

明を求める。 

 

資料により説明。 

 

事務局より説明があったが、何か質問はあるか。 

 

賦課限度額の引き上げにより影響を受ける世帯数の見込みは。 

 

１，８５２世帯である。 
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（その他質疑なし） 

 

議事（３）川口市国民健康保険税条例の一部改正について了承するこ

とでよろしいか。 
 

（異議なし） 
 

議事（４）川口市国民健康保険赤字削減・解消計画について事務局の

説明を求める。 
 
資料により説明。 

 

事務局より説明があったが、何か質問はあるか。 
 
２年度予算で赤字額が０円となっているが、赤字解消の要因は。 
 
元年度予算に対し、県に納める国保事業費納付金が約１４億円の減と

なったが、保険税の減が約９億円に留まったことなどが主な要因と考え

ている。 
 

国保事業費納付金減少の主な理由は。 

６５歳～７４歳の被保険者数に交付される前期高齢者交付金の増額に

よる影響が大きく、その他に３０年度分の調整による減算や被保険者数

の減少などによるものである。 

 

減少が続いている被保険者数の推移は。 

 

年平均の被保険者数で２８年度約１５９，０００人、２９年度約１４

９，０００人、３０年度は約１４３，０００人となっており、元年度予

算は１３８，０２４人、２年度予算は１３０，４４６人をそれぞれ見込

んでいる。 

 

（その他質疑なし） 

 
議事（４）川口市国民健康保険赤字削減・解消計画について了承する

ことでよろしいか。 
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（異議なし） 
 

４ 報告事項 

５ 閉会 
 
 

 


